
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光伝送路と第２の光伝送路に接続され、ＳＯＮＥＴ又はＳＤＨの規定に従い用途
が定められた保守情報を前記規定により定められた領域に格納するオーバヘッドを有する
光信号を、第１の光伝送路から第２の光伝送路へ中継する光伝送装置において、
　前記第１の光伝送路から受信した光信号のオーバヘッドに含まれる、任意の用途の保守
情報を抽出する手段と、
　前記抽出した任意の保守情報を前記第２の光伝送路を伝送される光信号のオーバヘッド
の中の、格納すべき情報が前記規定によりあらかじめ定められていない領域に格納する手
段と、
　前記抽出した任意の保守情報と同じ用途の保守情報を生成する手段と、
　前記生成した保守情報を、前記保守情報を格納するよう前記規定により定められた、前
記第２の光伝送路を伝送される光信号のオーバヘッド中の領域に格納する手段とを有する
ことを特徴とする光伝送装置。
【請求項２】
　第１の光伝送路と第２の光伝送路に接続され、ＳＯＮＥＴ又はＳＤＨの規定に従い用途
の定められた保守情報を前記規定により定められた領域に格納するオーバヘッドを有する
光信号を、前記第２の光伝送路から前記第１の光伝送路へ中継する光伝送装置において、
　前記第２の光伝送路から受信した光信号のオーバヘッドのうち、前記規定により定めら
れた領域から前記保守情報を抽出する手段と、
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　当該抽出した保守情報を、前記規定により定められた用途に従い処理する手段と、
　前記第２の光伝送路から受信した光信号のオーバヘッドのうち、格納すべき情報が前記
規定によりあらかじめ定められていない領域に格納された前記保守情報を抽出する手段と
、
　当該抽出した保守情報を、前記第１の光伝送路を伝送される光信号のオーバヘッドのう
ち、前記保守情報を格納するよう前記規定により定められた領域に格納する手段とを有す
ることを特徴とする光伝送装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の光伝送装置にネットワークを介して接続され、前記光伝
送装置に対し、前記保守情報を格納し又は抽出するための、格納すべき情報が前記規定に
よりあらかじめ定められていない領域を指示することを特徴とする管理装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の管理装置において、
　前記光伝送装置に対し、格納すべき情報が前記規定によりあらかじめ定められていない
領域に格納し又は抽出すべき保守情報を指示することを特徴とする管理装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディジタル伝送装置の構成およびこれを用いた通信網の構成に係わり、特に
高速同期ディジタルハイアラキーで使用するに好適な伝送装置の構成およびこれを用いた
通信網の構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日のディジタル伝送網は、同期化の技術が発達して光伝送を用いるより高速な伝送装
置と通信網も同期化されつつある。このディジタル同期伝送網および伝送装置の機能や構
成は、世界的な規格が制定されており、この規格に従って伝送装置や通信網を導入するこ
とにより高品質な伝送がどことでも可能となる。具体的な規格の例を示すと、国際電気通
信連合（以下、ＩＴＵ－Ｔと称する）が勧告Ｇ．７０７等で定めたエスディーエイチ（Ｓ
ＤＨ：Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｈｉｅｒａｒｃｈｙ）と呼ばれる伝送
システムに関する規格（１９８８年制定）、およびアメリカ標準化委員会（以下、ＡＮＳ
Ｉと称する）が規格Ｔ１．１０５で定めたソネット（ＳＯＮＥＴ：Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕ
ｓ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と呼ばれる伝送システムに関する規格（１９９１
年制定）が挙げられ、どちらも光同期通信システムの構成と伝送装置の機能を定めたもの
である。
【０００３】
　上記ＳＤＨあるいはＳＯＮＥＴは、ディジタル化された主信号を多重化したペイロード
と呼ばれる主信号部に伝送装置や通信網の監視保守運用を行うためのオーバヘッドと呼ば
れる信号を付加した同期多重化信号（フレーム）を処理（伝送や多重分離）するもので、
オーバヘッドにはポインタを備え、このポインタを用いてフレーム位相同期や周波数調整
のスタッフ制御を行うことで、従来のディジタル同期伝送装置より伝送遅延が少なく監視
保守運用能力に優れた伝送システムを提供するものである。図１および図２は、ＳＯＮＥ
Ｔで規定された多重化信号のフレーム構成を示したフレーム構成図であり、それぞれＯＣ
－１２（６２２．０８ＭＨｚ）とＯＣ－１９２（９９５３．２８Ｍｈｚ）の多重化信号の
構成を示している。また、図３は、多重化信号に含まれる各オーバヘッドバイトの機能を
示す説明図である。これらの図において、１～３６コラム（ＯＣ－１２）あるいは１～５
７６コラム（ＯＣ－１９２）の信号がオーバヘッド（各バイトの要とは、図３参照。また
、未使用（未定義）バイトは、図１と図２において×で示してある。）であり、残りの部
分が主信号を多重化したペイロード部である。図４は、ＳＤＨあるいはＳＯＮＥＴを用い
た伝送網の構成とオーバヘッドの伝送区間を説明する網構成図である。図１や図２で示し
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た多重化信号のオーバヘッドの内、１～３行がセクションオーバヘッドと呼ばれ、伝送装
置や中継器の間の伝送路区間（セクションと定義されている）毎の監視保守運用を行うオ
ーバヘッドであり、ある装置（中継器を含む）で生成されたオーバヘッドは、伝送路を介
して送信されると次の装置で終端される（図４（Ａ）の細い矢印参照）。また、オーバヘ
ッドの内、５～９行がラインオーバヘッドと呼ばれ、多重化された主信号を処理する伝送
装置間の伝送区間（ラインと定義されている）毎の監視保守運用を行うオーバヘッドであ
り、ある伝送装置で生成されたオーバヘッドは、伝送路や中継器を介して送信されて次の
伝送装置で終端される（図４（Ａ）の太い矢印参照）。尚、オーバヘッドの内、４行目の
バイトはポインタである。このようなフレーム構成と機能は、いづれも上記の規格に規定
されたものである。
【０００４】
　そして、上記ＳＤＨあるいはＳＯＮＥＴを用いた伝送装置や網の構成の例としては、特
開平４－７９６２８号公報や特開平５－１１４８９２号公報に示されたものがある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　図４（Ａ）で示した伝送網において、多重化装置Ｂ（２００１）と多重化装置Ｃ（２０
０４）との間は、リピータ２００２と２００３を中継してＯＣ－１２伝送路で接続されて
いる。この多重化装置Ｂ（２００１）およびＣ（２００４）の間で監視保守運用のために
、例えばデータコミュニケーションチャネルと呼ばれるＤバイトやオーダワイヤと呼ばれ
るＥバイトを送受信したい場合には、一方の多重化装置（例えばＢ）でラインオーバヘッ
ドのＤ４～１２バイトやＥ２バイトに関し保守運用に必要なデータや音声信号を挿入して
ＯＣ－１２伝送路に送信する。これらのラインオーバヘッドは、ＯＣ－１２伝送路とリピ
ータを経由して対局側の多重化装置（同図ではＣ）で終端されるので多重化装置Ｂ（２０
０１）およびＣ（２００４）の間で監視保守運用が実施される。
【０００６】
　しかし、上記伝送網において網の加入者が増えたり送受信する信号の量が増える場合、
これに対応するために多重化装置を増設したり途中の伝送路をより高速な伝送路に交換し
たりする伝送網の増設や変更が実施される。この一例を示したものが図４（Ｂ）であり、
通信量の増加に伴い多重化装置Ｂ（２００１）やＣ（２００４）に相当する多重化装置を
増設する一方で（同図では簡略化のために、それぞれ１つだけ示した）、リーピタ２００
２と２００３の代わりにこれらの複数個の多重化装置を収容して信号の処理を行う更に高
速大規模な多重化装置Ｅ（２００８）とＦ（２００９）を導入して高速伝送路ＯＣ－１９
２で接続した伝送網に変更した伝送網の構成を示している。
【０００７】
　通信量の増加に伴い伝送網が図４（Ａ）から（Ｂ）に変更された場合、上述したように
ＳＤＨやＳＯＮＥＴの規格ではラインオーバヘッドを伝送装置毎に終端する構成となって
いるため、多重化装置Ｅ（２００８）とＦ（２００９）の増設後（Ｂ）は、多重化装置Ｂ
（２００１）からのオーバヘッドが多重化装置Ｅ（２００８）で終端され、多重化装置Ｃ
（２００４）からのオーバヘッドが多重化装置Ｆ（２００９）で終端されてしまい、この
ままでは多重化装置増設前（Ａ）に多重化装置Ｂ（２００１）とＣ（２００４）との間で
オーバヘッドを用いて行っていた監視保守運用ができなくなってしまう。すなわち、伝送
網の構成変更により主信号の伝送能力は向上するが、今まで実施していた伝送装置間での
監視保守運用ができなくなる等の伝送網の監視保守運用能力変更が発生するので、伝送網
の保守者にとって今まで知り得た監視保守運用情報が入手できなくなるような状況が発生
して保守者にとって不都合な場合が生じてしまう。
【０００８】
　本発明の課題は、上述したような伝送網の構成変更に伴う監視保守運用能力の変化を防
ぐことにあり、伝送網を変更しても監視保守運用能力が変わらない、あるいは、よりフレ
キシブルで性能に優れた監視保守運用が可能となる伝送装置および伝送網を簡単な構成で
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提供することにある。
【０００９】
　具体的には、ＳＤＨやＳＯＮＥＴで規格化されたオーバヘッド処理の他に、オーバヘッ
ドを通過させる機能も備えた伝送装置を提供することにある。また、このような伝送装置
を用いて、伝送網における任意の伝送装置間で任意のオーバヘッドを送受信することが可
能な、フレキシブルで監視保守運用性能に優れた伝送網とその構成運用方法を提供するこ
とにある。
【００１０】
　さらに詳細には、ディジタル伝送装置において、受信したオーバヘッドを選択編集して
他のディジタル伝送装置に送信する手段を簡単な構成で提供することにある。また、オー
バヘッドを単純に通過させるだけでは相手側装置に情報を伝えることのできないオーバヘ
ッドについては、オーバヘッドを相手側装置で利用できる情報に変換して伝える手段を簡
単な構成で提供することにある。特に、オーバヘッドを送受信する伝送区間で発生した伝
送誤りについては、誤り数を確実に伝えて伝送品質の管理を可能とする手段を簡単な構成
で提供することにある。
【００１１】
　そして、ディジタル伝送網において、選択された伝送装置間でオーバヘッドを選択編集
して送受信する方法や伝送区間中で発生した伝送誤りを検出して伝える方法を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題を解決するために、本発明による多重化伝送装置は、複数個の主信号を多
重化したペイロードと複数個の監視保守運用に関する保守情報を含むオーバヘッドバイト
とからなる多重化信号を受信して保守情報の終端処理とペイロードの主信号の伝送処理を
実施後、伝送処理された主信号を多重化したペイロードに複数個の監視保守運用に関する
保守情報を含むオーバヘッドバイトを付加して送信する多重化伝送装置に、受信した多重
化信号に含まれる複数個の保守情報から所定の保守情報を選択して送信側多重化信号のオ
ーバヘッドバイトに挿入することで通過させる手段を備えた。
【００１３】
　具体的には、上記多重化伝送装置に受信した多重化信号に含まれる複数個の保守情報か
ら所定の保守情報を抽出する手段と抽出された保守情報を送信側多重化信号のオーバヘッ
ドバイトの所定の位置に挿入する挿入手段とからなる保守情報を通過させるオーバヘッド
通過手段を備えた。尚、この通過手段に抽出された保守情報を編集する編集手段を備えて
も良い。
【００１４】
　また、上記多重化伝送装置は、ペイロードと複数個の監視保守運用に関する保守情報を
含むオーバヘッドバイトとからなる多重化信号を複数本受信して複数個の保守情報の終端
処理と複数のペイロードをさらに多重度の大きいペイロードへの多重化を行い、この大き
なペイロードに複数個の監視保守運用に関する保守情報を含む送信側より大きなサイズの
オーバヘッドバイトを付加した多重化信号に変換して送信するもので、複数個の保守情報
から所定の保守情報を抽出する手段と抽出手段で抽出した情報を編集する編集手段と編集
手段の出力をオーバヘッドバイトの所定の位置に挿入する挿入手段とからなる保守情報を
通過させるオーバヘッド通過手段を備え、複数個の伝送路から受信される保守情報をまと
めて転送通過させる多重化伝送装置とした。また、この多重化伝送装置の逆方向のものは
、同様に、複数個の保守情報から所定の保守情報を抽出する手段と抽出手段で抽出した情
報を編集する編集手段と編集手段の出力をオーバヘッドバイトの所定の位置に挿入する挿
入手段とからなる保守情報を通過させるオーバヘッド通過手段を備え、保守情報がまとま
り転送通過してきた信号を受信すると、これらの信号を抽出編集して複数個の伝送路のオ
ーバヘッドバイトの規定の位置に挿入して送信する多重化伝送装置とした。
【００１５】
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　ここで、上述した各多重化伝送装置は、国際電気通信連合の勧告Ｇ．７０７あるいは米
国標準化委員会の規格Ｔ．１０５に定めた多重化信号を扱うものであり、通過させる保守
情報はセクションオーバヘッドとラインオーバヘッドに含まれるもので、これらの情報を
多重化信号のラインオーバヘッドに入れて転送する構成とした。しかも、このような多重
化装置を直結する場合には、セクションオーバヘッドも用いてより多くの保守情報を通過
転送する構成とした。尚、上記規格で定められたＥバイト、Ｆバイト、ＤバイトＫバイト
、Ｚバイトを保守情報として通過させる場合、これらのバイトをそのまま選択して通過さ
せる構成とした。
【００１６】
　一方、上記規格で定められたＢバイトのような伝送路の誤りに関する情報を通過させる
構成として、受信伝送路での誤り発生数を検出すると、この誤り発生数を多重化信号のオ
ーバヘッドバイトに挿入して伝送路誤り数を転送する手段を備えた。そして、転送された
保守情報を受信する多重化伝送装置では、伝送路誤り数を抽出する手段と、抽出された伝
送路誤り数とこの装置で検出された伝送路誤り数を加算する手段と、この加算結果をさら
にオーバヘッドに挿入して転送する、あるいは、本多重化伝送装置で送信する他の伝送装
置の誤り検出用信号に加算結果だけ予め伝送路誤りを付加して送信する伝送路誤り送信手
段とを備えた。尚、途中の多重化伝送装置は、上記抽出する手段で抽出した伝送路誤り数
をそのまま転送する構成として、最終段の多重化装置に上記誤りに関する情報を転送する
伝送区間で発生した伝送誤り数を検出手段と伝送路誤り数を抽出する手段と抽出された伝
送路誤り数と検出手段で検出された伝送路誤り数を加算する手段と本多重化伝送装置で送
信する他の伝送装置の誤り検出用信号に加算結果だけ予め伝送路誤りを付加して送信する
伝送路誤り送信手段とを備える構成としても良い。
【００１７】
　さらに課題を解決するために、本発明による多重化伝送網は、多重化伝送装置に上述の
ような装置を用い、任意の多重伝送装置間の途中の多重化装置で任意の保守情報を通過さ
せ、前記任意の多重化伝送装置同士で任意の保守情報を送受信する構成の多重化伝送網と
した。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の多重化伝送装置と伝送網によれば、従来の伝送装置では装置毎に終端されてい
た監視保守運用にかかわる情報を送受信するオーバヘッドを網内の所望の伝送装置間で送
受信できるようになるので、網構成の変更や監視保守運用方法に依存しない監視保守運用
能力に優れた伝送装置および伝送網が提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明による伝送装置の実施形態および伝送装置を用いた伝送システムあるいはネット
ワークの実施形態について、以下、図面を用いながら詳細に説明する。本発明の実施の形
態では、主にＳＯＮＥＴで使用される伝送装置と伝送システムを例に挙げて説明するが、
ＳＤＨを用いる伝送装置や伝送システムの場合も同じであり、従来の伝送システムでは装
置毎に伝送フレームのオーバヘッドが終端されてしまうものに対して、伝送装置にオーバ
ヘッドを通過させる機能を備えて伝送システム内の所望の装置間でオーバーヘッドの送受
信を可能とすることで、伝送システムの監視保守運用能力を向上させることができる伝送
装置の実施形態とその多重化装置を用いた伝送システムの実施形態について説明するもの
である。
【００２０】
　図５は、本発明による多重化装置の実施形態を示すブロック構成図である。本発明の多
重化装置は、複数個のオーバヘッドと多重化された主信号からなる低速の多重化信号と１
個のオーバヘッドと多重化された主信号からなる高速の多重化信号を収容し、各多重化信
号のオーバーヘッドの終端や付け替え等の処理を行うとともに複数個の低速の多重化され
た主信号と１個の高速の多重化された主信号間の多重分離を実施する装置であり、例えば
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、低速多重化信号として１６本のＯＣ－１２（６２２．０８ＭＨｚ：図１参照）を収容し
、高速多重化信号ＯＣ－１９２（９９５３．２８ＭＨｚ：図２参照）との間でＳＯＮＥＴ
で規定された主信号の多重分離とオーバーヘッドの処理を実施する一方で、本発明による
装置に入力された多重化信号のオーバーヘッドを他の多重化装置で使用するために通過さ
せるものである。もちろん、上記説明は一例であり、収容する多重化信号の速度が、ＯＣ
－０～１９２あるいはＳＤＨで規定された速度等の他の速度であっても構わないし、収容
する多重化信号の数は、収容する多重化信号の種類により変えることができるものである
。
【００２１】
　図５において、本発明の多重化装置は、Ｍ組の低速の多重化信号を入出力してオーバヘ
ッドと主信号の処理を行う低速信号送信／受信ユニット１０－１～１０－Ｍと、高速の多
重化信号を入出力してオーバヘッドと主信号の処理を行う１組の高速側送信／受信ユニッ
ト１１と、低速多重化信号の主信号と高速多重化信号の主信号との多重分離変換を行う主
信号多重分離変換部１００と、低速多重化信号と高速多重化信号との間で各信号に含まれ
るオーバーヘッドを他の多重化装置で使用できるように編集して通過させる本発明による
オーバヘッド処理部３００（３００－１、３００－２）と、本多重化装置全体の制御を行
う制御部４００とから構成し、信号の多重分離変換とオーバヘッド処理を行うものである
。
【００２２】
　より詳細には、低速信号送信／受信ユニット１０－１～１０－Ｍのそれぞれには、低速
信号の受信と受信セクションオーバヘッドの処理を行い、かつ、一部のセクションオーバ
ヘッドバイトを通過させ他の伝送装置や多重化信号の送受信ユニットに送信するためにセ
クションオーバヘッドバイトを抜き取るＳＯＨ（セクションオーバヘッド）終端部２０－
１～Ｍと、受信ラインオーバヘッドの処理を行い、かつ、一部のラインオーバヘッドバイ
トをラインオーバヘッドと同様に抜き取るＬＯＨ（ラインオーバヘッド）終端部３０－１
～Ｍと、送信ラインオーバヘッドバイトの付与を行い、かつ、一部の他の伝送装置や多重
化信号の送受信ユニットから送信されてきたラインオーバヘッドバイトの挿入を行うＬＯ
Ｈ挿入部８０－１～Ｍと、送信セクションオーバヘッドバイトの付与を行い、かつ、一部
の他の伝送装置や多重化信号の送受信ユニットから送信されてきたセクションオーバヘッ
ドバイトの挿入と低速信号の送信を行うＳＯＨ挿入部９０－１～Ｍとを備え、高速側送信
／受信ユニット１１には、低速信号送信／受信ユニットと同様な、高速信号のＳＯＨ終端
部６０と、ＬＯＨ終端部７０と、ＬＯＨ挿入部４０と、ＳＯＨ挿入部５０とを備える構成
とした。また、オーバヘッド処理部３００－１と３００－２のそれぞれは、各多重化信号
の送信／受信ユニット（１０－１～１０－Ｍ、１１）から抜き取られたオーバヘッドを収
集するオーバヘッド多重化部１１０，１３０と、収集されたオーバヘッドを他の伝送装置
や多重化信号の送受信ユニットに送るために所定の規則で編集する空間スイッチ部２００
，２１０と、編集されたオーバヘッドを各多重化信号の送信／受信ユニット（１０－１～
１０－Ｍ、１１）のＬＯＨ挿入部とＳＯＨ挿入部に振り分けるオーバヘッド分離部１２０
，１４０とから構成した。この構成により、低速多重化信号と高速多重化信号を収容して
主信号の多重分離を行うとともに、本多重化装置を使用する伝送システムで予め定めたオ
ーバヘッドを通過させたり処理（終端／付与）したりすることで、所望の伝送装置間での
オーバヘッドの使用可能として監視保守運用能力に優れた、使い勝手の良いシステム構成
に柔軟性を持たせることが可能な多重化装置を提供するものである。
【００２３】
　以下、高速多重化信号をＯＣ－１９２、低速多重化信号をＯＣ－１２（１６本）を収容
する多重化装置において、低速信号の内１５本の多重化信号のオーバヘッド（オーダーワ
イヤＥ１，Ｅ２、データチャネルＤ１～Ｄ１２、伝送路切替制御バイトＫ１，Ｋ２、ライ
ン間（装置間）誤り監視バイトＢ２）を通過させ、低速多重化信号を使用する１５対の伝
送装置間（図４（Ｂ）で示した多重装置Ｂ－Ｃ間）で使用する場合を例に挙げ、本発明の
多重化装置の構成と動作および伝送システムの動作について説明する。
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【００２４】
　図６と図７は、本実施形態の多重化装置で用いる低速信号のオーバヘッドを通過させる
高速信号のオーバヘッドの構成を示すオーバヘッド構成図であり、図６にオーバーヘッド
の全体構成と一部詳細構成を示し、図７に残りの詳細構成を示したものである。
【００２５】
　先ず、低速多重化信号を受信して高速多重化信号に変換後、この高速多重化信号を送信
する多重化側の動作を説明する。
【００２６】
　低速信号送信／受信ユニット１０－１～ＭのそれぞれのＳＯＨ終端部２０－１～ＭとＬ
ＯＨ終端部３０－１～Ｍは、受信した多重化信号のオーバーヘッドを通常の多重化装置と
同様に終端処理して主信号を主信号多重分離変換部１００に送出する。ここで通常の終端
処理とは、本多重化装置と対向する多重化信号送信側の伝送装置との間のセクションやラ
イン間の正常性をチェックしたりするもので、Ａバイトで多重化信号の同期を取ったり、
Ｂ１バイトで信号の誤りをチェックしたりするもので、例えばＡＮＳＩ　Ｔ．１０５で定
められたオーバヘッドにより装置間あるいは伝送線路間の監視保守運用に関する処理を行
うものである。また、主信号は、主信号多重分離変換部１００で予め定められた多重化則
（例えは、図１から図２へのマッピング）により高速信号の主信号に多重化される。一方
、本発明の多重化装置では、これらのオーバヘッドの一部を所望の伝送装置間で使用する
ために通過させるので、ＳＯＨ終端部２０－１～ＭとＬＯＨ終端部３０－１～Ｍは、受信
したオーバヘッド（Ｂ２バイト以外）をそのまま分岐するようにしてオーバヘッド処理部
３００－１に送信する。また、Ｂ２バイトについては、後述するように単純には通過させ
ることができないので、ＬＯＨ終端部３０－１～Ｍのそれそれで通常のＢ２バイト終端処
理として検出されたライン区間での誤り数を符号化した信号をオーバヘッド処理部３００
－１に送信する。
【００２７】
　オーバヘッド処理部３００－１は、本多重化装置で受信したオーバヘッドの一部を通過
させ他の伝送装置に送信するために、オーバヘッドを選択して送信する多重化信号のオー
バヘッドの未使用領域に挿入する編集と処理を行うもので、オーバヘッド多重化部１１０
は、低速信号送信／受信ユニット１０－１～Ｍのそれぞれから送信されるオーバヘッドを
収集するものである。具体的には、低速多重化信号がＯＣ－１２で１６本収容される場合
であれば、各低速信号送信／受信ユニット１０－１～Ｍのそれぞれから図１で示したフォ
ーマットでオーバヘッドが送られてくるので、マルチプレクサを用いて各ユニットに順次
アクセスすることで、各ユニットからの通過させるオーバーヘッドを選択してオーバヘッ
ドの種類ごとに纏めてしまうような多重化を行う。一例を挙げれば、各低速多重化信号の
６行１コラムにあるＤ４バイト（図１参照）を纏めて高速多重化信号の６行５コラムから
６１コラムにいれて（図６、１０００、１００２参照）通過させるように、低速多重化信
号のオーバヘッドを種類毎に纏めて高速多重化バイトの未使用バイトの中に挿入するので
、各ユニットを順次アクセスしてオーバヘッドを種類毎に集めてしまう。すなわち、上記
例なら、各低速多重化信号のＤ４バイトだけを纏めてしまうような多重化を行うものであ
る。尚、各低速多重化信号の位相が異なっても多重化できるようにマルチプレクサの入力
側にバッファを備えても良いし、各ユニットでこのオーバヘッド多重化部１１０に送出す
る信号の位相をそろえても良い。また、Ｂ２バイトに関しては、ＬＯＨ終端部で処理後の
信号を受信するように説明したが、Ｂ２バイトそのものをＬＯＨ終端部から受信して上記
処理をこのオーバヘッド多重化部１１０で実施する構成としても良い。
【００２８】
　空間スイッチ部２００は、オーバヘッド多重化部１１０から送られてくるオーバヘッド
バイトをさらに並べかえるように編集するものである。本実施形態では空間スイッチを用
いたが、時間スイッチであってももちろん構わない。いずれのスイッチであっても各低速
多重化信号から受信したオーバヘッドを高速多重化信号の未使用バイトの予め定められた
バイトに挿入できるように、オーバヘッドを選択したり順序を入れ替えたりする編集がで
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きるものであれば良い。具体的には
、本実施形態は、１６本の低速多重化信号ＯＣ－１２から１５本の多重化信号（１～１５
）のオーバヘッドを通過させるものであり、空間スイッチ２００は、オーバヘッド多重化
部１１０出力のなかから多重化信号（１～１５）の通過させるオーバヘッドだけ（オーダ
ーワイヤＥ１，Ｅ２、データチャネルＤ１～Ｄ１２、伝送路切替制御バイトＫ１，Ｋ２、
ライン間（装置間）誤り監視バイトＢ２）を選択して通過させる（図６、図７の１０００
～１００４、１１００～１１０７、１２００～１２０８参照）。また、図１で示したよう
に、低速多重化信号ではＤ４バイトより先頭フレーム側にあったＤ１バイトが多重化装置
通過後の高速多重化信号においてはＤ４バイトより後に挿入される（図６の１０００、１
００１、１００４参照）。すなわち、空間スイッチ２００は、オーバヘッド領域の未使用
バイトの予め指定されたバイトに指定された種類のオーバヘッドが挿入できるように通過
させるオーバヘッドの順序の入れ替えも行う。
【００２９】
　オーバヘッド分離部１２０は、空間スイッチ部２００からオーバヘッドバイトが送られ
てくるので、デマルチプレクサを用いてこのオーバヘッドをセクションオーバヘッドとラ
インオーバヘッドに分離したり、図６と図７で示した高速多重化信号のオーバヘッド領域
で予め定められたバイトに挿入されるように分離して高速信号送信／受信ユニット１１に
転送する。一例として低速信号のＤ４バイトを挙げると、図６の１０００と１００２で示
したように、各低速多重化信号のＤ４バイトが高速多重化信号のオーバヘッド領域の６行
５コラムから４コラムごとに６１コラムまでに挿入されるように各低速多重化信号のＤ４
バイトを分離するものである。
【００３０】
　高速信号送信／受信ユニット１１は、ＳＯＨ挿入部５０とＬＯＨ挿入部４０により通常
の多重装置と同様に送信側伝送路のセクション区間とライン区間で使用するオーバヘッド
バイトを生成する一方で、オーバヘッド分離部１２０から受信した低速信号受信部で抜き
取られたオーバヘッドを図６と図７に示すように高速信号のラインオーバヘッドの予め定
められた未使用バイトに挿入して送信すべきオーバヘッドを作成し、主信号多重分離変換
部１００で多重化された高速信号の主信号に付加した高速多重化信号を送信する。尚、本
実施形態では、途中の伝送路に中継器があると、この中継器でセクションオーバヘッドが
終端されてしまうので、ラインオーバヘッド領域だけに前記低速信号受信部から抜き取ら
れたオーバヘッドを挿入してある。もちろん、途中の伝送路に中継器等がなくてセクショ
ンオーバヘッドが送信先の伝送装置まで終端されない場合であれば、このセクションオー
バヘッド領域の未使用バイトを使用して良い。この場合、更に多数の低速多重化信号のオ
ーバヘッドを通過させることができる。
【００３１】
　次に、高速多重化信号を受信して低速多重化信号に変換後、この低速多重化信号を送信
する分離化側の動作を説明する。
【００３２】
　高速信号送信／受信ユニット１１のＳＯＨ終端部６０とＬＯＨ終端部７０は、低速信号
送信／受信ユニット１０と同様に、受信した多重化信号のオーバーヘッドを通常の分離化
装置と同様に終端処理して主信号を主信号多重分離変換部１００に送出する。この主信号
は、主信号多重分離変換部１００で低速信号の主信号に分離化される。一方、受信したオ
ーバヘッドには、送信側の伝送装置から送信された所望の伝送装置間で使用するために通
過させるオーバヘッドが挿入されているので、ＳＯＨ終端部６０とＬＯＨ終端部７０は、
受信したオーバヘッドをそのまま分岐するようにしてオーバヘッド処理部３００－２に送
信する。
【００３３】
　オーバヘッド処理部３００－２は、受信したオーバヘッドの一部を通過させ他の伝送装
置に送信するために、オーバヘッドを選択して送信する各低速多重化信号のオーバヘッド
の規定の位置に挿入する編集と処理を行うもので、多重化側のオーバヘッド処理部３００
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－１と同様な処理を、処理方向を逆にして分離化側で行うものである。すなわち、オーバ
ヘッド多重化部１３０は、高速信号送信／受信ユニット１１で受信した他の伝送装置を通
過したオーバヘッドを収集し、空間スイッチ部２１０は、オーバヘッド多重化部１３０か
ら送られてくるオーバヘッドバイトをさらに並べかえるように編集する。また、オーバヘ
ッド分離部１４０は、空間スイッチ部２１０から送られたオーバヘッドをセクションオー
バヘッドとラインオーバヘッドに分離したり、図１で示した低速多重化信号のオーバヘッ
ド領域の規定バイトに挿入されるように分離して各低速信号送信／受信ユニット１０－１
～Ｍに転送する。
【００３４】
　Ｍ組の低速信号送信／受信ユニット１０－１～Ｍ低速信号送信／受信ユニットのそれぞ
れは、ＳＯＨ挿入部８０－１～ＭとＬＯＨ挿入部９０－１～Ｍにより通常の多重装置と同
様に送信側伝送路のセクション区間とライン区間で使用するオーバヘッドバイトを生成す
る一方で、オーバヘッド分離部１４０から受信した高速信号受信部で抜き取られたオーバ
ヘッドを図１に示すように低速信号のラインオーバヘッドの規定に挿入して送信すべきオ
ーバヘッドを作成し、主信号多重分離変換部１００で分離された低速信号の主信号に付加
した低速多重化信号を低速側伝送路に送信する。
【００３５】
　ここで、本発明による受信したオーバーヘッドを他の伝送装置に通過させることが可能
な伝送装置におけるＢ２バイトの通過処理について、上記実施形態で用いた多重化装置を
用いて説明する。
【００３６】
　図８は、ＳＯＮＥＴあるいはＳＤＨで使用される伝送装置におけるライン区間の伝送誤
りを検出するＢ２バイトの計算領域を説明する動作説明図である。ＳＯＮＥＴあるいはＳ
ＤＨで使用される伝送装置は、多重化信号の遅延を小さくするために図１に示したような
オーバヘッド領域にあるポインタ（４行目のＨバイト）を用いて多重化信号の位相を識別
して多重分離等の信号処理を行う装置で、各伝送装置では、多重化信号を形成するフレー
ムに対してポインタを付け替えてフレームの再識別を行うだけで従来の伝送装置のような
装置毎のフレーム位相調整を行わない。このため、図８に示したように、ポインタ付け替
えにより受信した多重化信号のＢ２計算領域と送信する多重化信号のＢ２計算領域がずれ
てしまうので、受信したＢ２バイトを他のオーバヘッドバイトと同様に通過させても、オ
ーバヘッドを受信する伝送装置では受信Ｂ２バイトによる誤りを正しく検出できない。
【００３７】
　すなわち、上述したように、Ｂ２バイトを直接通過させることはできないので、本多重
化装置の多重化側では、低速信号送信／受信ユニットのＬＯＨ終端部３０－１～Ｍのそれ
ぞれでＢ２バイトを読み取りエラー検出数を求め（終端して）、このエラー検出数（以下
の説明でｊとする）をコード化した信号を通過させて相手側の伝送装置に伝える構成とし
たものである。具体的には、各低速多重化信号のＢ２バイト（図１：５行１～１２コラム
）を終端して作成した信号（誤り数ｊ）を高速多重化信号のオーバヘッド領域の未使用バ
イト（図７、１１０３）に挿入して送信する構成とした。
【００３８】
　一方、本多重化装置の分離化側では、送信側から送られてきた誤り数ｊを他のオーバヘ
ッドバイトと同様にそのまま相手側の装置に送ったのでは、本来規定されたＢ２バイトの
構成とは異なる信号が送信されるので、相手側の装置では誤り数を検出できない。さらに
、送受信したいのは、所望の伝送装置間（図４（Ｂ）の伝送装置Ｂ－Ｃ間）の伝送路で発
生した誤り数であり、ｊの値には、本多重化装置間の伝送路で発生した誤り数は含まれて
いないので補正も必要となる。従って、本実施形態の多重化装置の分離化側では、Ｂ２バ
イトの処理に関して上述した説明の他に以下の処理を行う構成とした。
【００３９】
　先ず、高速信号送信／受信ユニット１１のＬＯＨ終端部７０は、本多重化装置間の伝送
誤りを検出するＢ２バイト（これは、もともとの高速多重化信号に規定されたものであり
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、図２と図６の構成図において５行１～１９２コラムにあるＢ２バイト）を読み取りエラ
ー検出数ｉを求める（終端する）。また、ＬＯＨ終端部７０は、高速信号のラインオーバ
ヘッド（図６、１１０３）からコード化されたエラー検出数ｊを分離してｉとｊの和ｋを
計算する。
【００４０】
　次に、オーバヘッド処理部３００－２のオーバヘッド多重化部１３０は、このｋ値を多
重化して空間スイッチ部２１０に転送する。空間スイッチ部２１０は、これらのオーバヘ
ッドバイトを低速信号送信／受信ユニット単位で並べかえる。オーバヘッド分離部１４０
は、空間スイッチ部２１０から送られたオーバヘッドバイトをセクションオーバヘッドと
ラインオーバヘッドに分離して、各々  Ｍ組の低速信号送信／受信ユニット１０－１～Ｍ
に転送する。
【００４１】
　そして、ＬＯＨ挿入部８０－１～Ｍは、ここで送信する１フレームのＢ２パリティを生
成した後、ｋの値に相当する分だけビット反転させ、低速信号のオーバヘッドとしてＢ２
バイトを挿入して低速側伝送路に伝送することで、相手側の伝送装置で誤りの検出を可能
とさせる。もちろん、これら分離化側でのＢ２バイト操作も多重化側と同様に、上記ｋの
演算をオーバヘッド多重化部１３０で行う構成としても、あるいは、ＬＯＨ挿入部８０－
１～Ｍで纏めて演算とビット反転を行う構成としても良い。
【００４２】
　上述した本発明の伝送装置の実施形態である多重化装置においては、図示しない網管理
装置等からシステム構成に関する情報を受信すると、制御部４００がオーバヘッド処理部
３００や多重化信号送信／受信ユニット１０－１～Ｍや１１等の設定を行うことにより、
通過させる本装置を通過させるオーバヘッドの種類やオーバヘッドを挿入する未使用バイ
トの位置を選択できる構成とした。
【００４３】
　図９は、本発明の多重化装置を用いた伝送ネットワークの構成例を示す網構成図であり
、図４（Ｂ）で示した網構成図の増設多重化装置Ｅ、Ｆとして、図５で示した上述の多重
化装置を用いた場合の網構成を詳細に示したものである。尚、同図は、多重化装置Ｂから
多重化装置Ｃへのオーバヘッド送信を例にしたもので、本発明の多重化装置は、それぞれ
各多重化装置に必要な多重化側と分離化側だけを示してある。
【００４４】
　本発明の多重化装置を用いた伝送ネットワークは、主信号を多重化して低速伝送路５０
０に低速多重化信号を送信する多重化装置Ｂ２００１と、低速多重化信号をさらに多重化
して高速信号伝送路５０１に高速多重化信号を送信する多重化装置Ｅ２００６と、高速信
号伝送路５０１から受信した高速多重化信号を分離化して低速信号伝送路５０２に低速多
重化信号を送信する多重化装置Ｆ２００７と、低速多重化信号をさらに低速の主信号に分
離化する多重化装置Ｃ２００４からなり、多重化装置Ｂ２００１で処理する主信号を多重
化装置Ｃ２００４に伝送するとともに、多重化装置Ｂ２００１とＣ２００４との間で低速
多重化信号のオーバヘッドも伝送して伝送システムの監視保守運用を行うものである。
【００４５】
　より詳細には、多重化装置Ｂ２００１が主信号を多重化してオーバヘッドを付加した低
速多重化信号を低速信号伝送路５００に送信すると、多重化装置Ｅ２００６は、低速多重
化信号のオーバヘッドの終端と主信号の多重化と高速多重化信号のオーバヘッドの生成を
行う一方で、本発明の特徴であるオーバーヘッド通過処理を行う。この通過処理は、図５
～図７を用いて先に説明したように、低速信号のＳＯＨ終端部２０およびＬＯＨ終端部３
０と、オーバヘッド多重化部１１０と空間スイッチ２００とオーバヘッド分離部１２０か
らなるオーバヘッド処理部３００－１と、高速信号のＬＯＨ挿入部４０およびＳＯＨ挿入
部５０とにより、制御部４００で指定された低速多重化信号のオーバヘッドを選択編集し
て高速多重化信号のオーバヘッドの指定された位置に挿入（図６、図７参照）することで
行われる。指定されたオーバヘッドにＢ２バイトが含まれる場合は、上述したようなＢ２
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バイト処理も行われる。
【００４６】
　通過させるオーバヘッドを含んだ高速多重化信号を高速伝送路５０１を介して多重化装
置Ｅ２００６から受信した多重化装置Ｆ２００７は、高速多重化信号のオーバヘッドの終
端と主信号の分離化と低速多重化信号のオーバヘッドの生成を行う一方で、本発明の特徴
であるオーバーヘッド通過処理を行う。この通過処理は、先に説明したように多重化装置
Ｅ２００６の通過処理と逆の処理を行うものであり、高速信号のＳＯＨ終端部６０および
ＬＯＨ終端部７０と、オーバヘッド多重化部１３０と空間スイッチ２１０とオーバヘッド
分離部１４０からなるオーバヘッド処理部３００－２と、低速信号のＬＯＨ挿入部８０お
よびＳＯＨ挿入部９０とにより、制御部４００で指定された高速多重化信号に含まれる通
過させる低速多重化信号のオーバヘッドを選択編集して低速多重化信号のオーバヘッドの
規定された位置に挿入することで行われる。指定されたオーバヘッドにＢ２バイトが含ま
れる場合は、上述したようなＢ２バイト処理も行われる。
【００４７】
　以上の構成と動作により、多重化装置Ｂ－Ｃ間に他の多重化装置Ｅ，Ｆが挿入されてい
る伝送ネットワークであっても、多重化装置ＢーＣ間において、主信号の伝送の他に、低
速多重化信号のオーバヘッド伝送が多重化装置Ｅ，Ｆで終端されることなく伝送される。
【００４８】
　本発明の伝送装置は、以上の実施形態で説明した構成と動作により多重化信号の任意の
オーバヘッドを通過させることができる。すなわち、図４（Ａ）で示したような伝送シス
テムを図４（Ｂ）で示したような新システムに変更する場合でも、新しく追加する多重化
装置に本実施形態で示した多重化装置を用いれば、システム変更前に多重化装置Ｂ－Ｃ間
で使用していたオーバヘッドは、新たな多重化装置で終端されることなく通過するので、
変更後のシステムの多重化装置Ｂ－Ｃ間でも使用できる。したがって、システム構成の変
更による多重化装置間の監視保守運用能力変化は生じない。また、所望の伝送装置間での
オーバヘッドの使用可能となるので、監視保守運用能力に優れた使い勝手の良い、システ
ム構成に柔軟性を持たせることが可能な多重化装置を提供できる。
【００４９】
　さらに、本発明による伝送装置の別の実施形態および伝送装置を用いた伝送システムあ
るいはネットワークの実施形態について、以下、図面を用いながら詳細に説明する。
【００５０】
　図１０は、本発明による伝送装置であるアッドドロップ多重化装置（以下、ＡＤＭと称
する）の実施形態を示すブロック構成図である。また、図１１は、本発明のＡＤＭを用い
た伝送ネットワークの構成例を示す網構成図である。
【００５１】
　本発明のＡＤＭは、複数個のオーバヘッドと多重化された主信号からなる低速の多重化
信号と２個のオーバヘッドと多重化された主信号からなる高速の多重化信号を収容し、各
多重化信号のオーバーヘッドの終端や付け替え等の処理を行うとともに複数個の低速の多
重化された主信号を高速の多重化された主信号に挿入（アッド）したり高速の多重化され
た主信号から複数個の低速の多重化された主信号を分岐（ドロップ）したり高速の多重化
された主信号同士の入れ替え（クロスコネクト）や通過（スルー）を実施する多重分離装
置であり、先の実施形態と同様に、例えば、低速多重化信号をＯＣ－１２、高速多重化信
号をＯＣ－１９２として、ＳＯＮＥＴで規定された上記主信号の処理とオーバーヘッドの
処理を実施する一方で、本発明による装置に入力された多重化信号のオーバーヘッドを他
の伝送装置で使用するために通過させるものである。そして、本ＡＤＭを用いる伝送ネッ
トワークは、図１１で示したように、ＡＤＭ同士を高速伝送路（ＯＣ－１９２）で階段状
（図１１（Ａ））あるいはループ状（図１１（Ｂ））に接続するとともに、ＡＤＭの低速
伝送路（ＯＣ－１２）多重化装置等の伝送装置を接続するように構成して、ＡＤＭで上記
のような主信号の処理を行うことで伝送装置間の主信号送受信を行う他に本発明によるオ
ーバヘッドの通過処理により任意の伝送装置間で任意の低速多重化信号のオーバヘッド送
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受信も行うことで、オーバヘッドを主信号と同様に網内の伝送装置間で自在に送受信させ
る、監視保守運用能力に優れた柔軟性のある伝送システムを構築する。
【００５２】
　本ＡＤＭの構成は、先に説明した多重化装置とほぼ同じであり、主信号に対して上記ア
ッド・ドロップ・クロスコネクト・スルーを行うための主信号挿入分離部１０５を加え、
他の機能ブロックは、先の多重化装置と同じもの（図１０で図６と同じ機能ブロックは同
一参照番号を付与してある）を用いてその配置と数をＡＤＭ用に変化させた構成である。
以下の説明では、先の多重化装置と異なる箇所についてのみ説明する。
【００５３】
　高速信号送信／受信ユニット１１は、本ＡＤＭが高速伝送路でＡＤＭ同士を接続するよ
うに用いられるので（図１１参照）、両側のＡＤＭに接続するようＷＥＳＴ側１１－１と
ＥＡＳＴ側１１－２の２個の高速信号送信／受信ユニット１１を備えた。そして、上記主
信号処理を行うために、これらの高速信号送信／受信ユニット１１－１および１１－２と
低速信号送信／受信ユニット１０－１～Ｍ１とを接続したり高速信号送信／受信ユニット
１１－１および１１－２同士を接続できるように、高速信号送信／受信ユニット１１－１
および１１－２と主信号多重分離変換部１００との間に主信号挿入分離部１０５を付加し
た。
【００５４】
　また、本ＡＤＭでは、高速多重化信号のオーバヘッド同士も通過させるように、オーバ
ヘッド処理部３００の空間スイッチ部２００で、一方（例えばＥＡＳＴ側）高速信号送信
／受信ユニットからオーバヘッド多重部１３０経由で受信した通過すべきオーバヘッドを
選択編集してオーバヘッド分離部１２０を介して他方の（例えばＷＥＳＴ側）高速信号送
信／受信ユニットに送信して、高速多重化信号のオーバヘッドの指定されたバイトに挿入
する構成とした。
【００５５】
　さらに、高速多重化信号間で通過させるオーバヘッドにＢ２バイトに関する情報が含ま
れる場合、高速信号送信 /受信ユニット１１のＬＯＨ挿入部４０では、先の多重化装置の
低速信号送信 /受信ユニット１０のＬＯＨ挿入部８０で行っていたようなＢ２バイトのビ
ット反転操作を行わずに受信高速伝送路で発生した誤り数ｉ（Ｂ２バイト終端結果）を受
信した誤り数ｊに加算した誤り数ｋをそのまま送る構成にした。また、このオーバヘッド
送受信区間での伝送誤りの検出を行う構成としては、後で説明するタンデムコネクション
を利用する構成を採用しても良い。
【００５６】
　尚、本ＡＤＭにおいても、制御部４００が各機能ブロックに対して通過させるべきオー
バヘッドの種類や挿入する位置を指示して、各機能ブロックがこれらのオーバヘッドの編
集・選択・挿入を行う構成である。また、制御装置は、図１１で示した網管理装置２０１
７から上記制御情報を受ける構成とした。すなわち、網管理装置２０１７が、各ＡＤＭに
対して通過させるオーバヘッドの種類や挿入すべき位置を衝突や矛盾が起こらないように
適当に指示することでオーバヘッドを主信号と同様に網内の伝送装置間で自在に送受信さ
せる構成とした。
【００５７】
　上述のように、本実施形態で示したＡＤＭとそれを用いた伝送ネットワークあるいは伝
送システムでも、本発明によれば、オーバヘッドを任意の伝送装置で通過させ、任意の伝
送装置間で使用できる。したがって、システム構成の変更による監視保守運用能力変化が
生じない、すなわち、監視保守運用能力に優れた柔軟性のある使い勝手の良い伝送システ
ムを提供できる。
【００５８】
　以下では、オーバヘッドを送受信する伝送装置間の伝送区間で発生した伝送誤りを検出
する構成について、上記実施形態で説明した構成とは異なる他の実施形態について説明す
る。これは、ＳＯＮＥＴやＳＤＨを用いる伝送システムの構成でＡＮＳＩやＩＴＵ－Ｔで
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規格化されたタンデムコネクションを利用してオーバヘッド送信伝送装置から受信伝送装
置で発生した伝送誤りを通知するもの、すなわち途中の伝送装置においてＢ２バイトを通
過させるのと等価なものである。従って、上述した多重化装置やＡＤＭにおいては、いず
れの構成を用いても良い。
【００５９】
　図１２は、タンデムコネクションを利用して伝送誤りを検出する構成を説明する動作説
明図である。尚、同図（Ａ）が本構成であり、同図（Ｂ）には、先の多重化装置やＡＤＭ
で説明した伝送誤りを検出する構成を示してある。また、図１３は、タンデムコネクショ
ンを用いる伝送網の構成を示す網構成図である。以下、これらの図面を用いて、今までに
説明した実施形態と比較しながら、本発明によるタンデムコネクションを利用して伝送誤
りを検出する構成を説明する。
【００６０】
　今までに説明した実施形態は、図１２（Ｂ）に示したように、ある伝送装置でＢ２バイ
トを通過させて他の伝送装置間でＢ２バイトを用いた伝送区間の誤り検出を行うために、
Ｂ２バイトを通過させる伝送装置においては、ライン区間のＢ２バイトの終端と誤り数ｉ
の検出と送信元伝送装置から通知された誤り数ｊの加算と加算された誤り数ｋの送信を伝
送装置毎に行う構成とし、オーバヘッドを通過させる最終伝送装置で最終的に加算された
誤り数（同図ではｋ‘とした）だけ最終伝送装置で生成したＢ２バイトのビットを反転さ
せることにより、オーバヘッド送信伝送装置から受信伝送装置で発生した伝送誤りを通知
する構成としていたものである。
【００６１】
　  ＳＯＮＥＴやＳＤＨを用いる伝送システムにおいては、パスの管理を送信元と受信先
との間で行うのが基本であるが、図１３で示したように、送信元の伝送装置４０００－１
と受信先伝送装置４０００－２へのパスが複数の管理元が異なるネットワークにまたがる
場合（本実施形態では、網管理領域１～３にまたがっている）、管理領域毎にパスを管理
して障害発生領域の特定を行う必要があり、ＡＮＳＩ規格のＴ１．１５０やＩＴＵ－Ｔ規
格のＧ．７０７で、管理領域の境界（両端）までの複数の伝送装置とラインで連続接続さ
れた区間をタンデムコネクションと定義して管理方法を規定したものである。具体的には
、図１のフレーム構成図で示したペイロード内に含まれる複数個のパスオーバヘッドＰＯ
Ｈの１つを用いるもので、伝送誤りについては、３行目にあるパスの誤りを検出するＢ３
バイトと９行目にあるタンデムコネクションの管理バイトであるＺ５バイトを用いて、タ
ンデムコネクションの伝送誤りを管理する。一例として、管理領域１のタンデムコネクシ
ョンの伝送誤り検出について説明すると、伝送装置４００１でＢ３バイトにより送信元伝
送装置４０００－１から伝送装置４００１までのパスで発生した誤り数ｌを監視し、この
誤り数をＺ５バイトに入れて伝送装置４００２へ送信する。伝送装置４００２では、再び
Ｂ３バイトにより送信元伝送装置４０００－１から伝送装置４００２までのパスで発生し
た誤り数ｌ‘を監視し、この誤り数ｌ’からＺ５バイトで受信した誤り数ｌを減算するこ
とで、タンデムコネクションで発生した誤り数を管理するものである。
【００６２】
　本実施形態で説明するオーバヘッドを送受信する伝送装置間の伝送区間で発生した伝送
誤りを検出する構成は、図１２（Ａ）で示したように、低速多重化信号のオーバヘッドを
通過させる最初の伝送装置２０３０を上記タンデムコネクションの入り口の伝送装置とみ
なし、低速多重化信号のオーバヘッドを通過させる最後の伝送装置２０３２を上記タンデ
ムコネクションの終端伝送装置とみなして、上記のようなＢ３バイトとＺ５バイトを用い
たタンデムコネクションの管理方法を利用して誤り数を伝達する構成である。
【００６３】
　具体的には、伝送装置２０３０では、上述した実施形態と同様に低速多重化信号のＢ２
バイトを終端後に検出した誤り数（ｊ）を符号化して高速多重化信号のオーバヘッド領域
の指定バイトに挿入して明いて伝送装置側の伝送路に送信する（３００１、３００２）。
また、本伝送装置２０３０では、上記説明のようにＢ３バイトをチェックして本伝送装置
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に至るまでに発生したパスにおける誤り数（ｌ）をＺ５バイトに入れて送信する（３００
３）。
【００６４】
　オーバヘッドを通過させる途中の伝送装置２０３１では、受信した誤り数を通過させる
（３００４、３００２）だけで、先の実施形態（図１２（Ｂ）参照）のような伝送装置間
のラインで検出したＢ２による誤り数（ｉ）の加算処理は行わない。もちろん、Ｂ２バイ
トの終端処理（受信側における誤り検出と送信側におけるパリティ生成）は、通常（規格
）どうり行われるが、本実施形態で説明するオーバヘッドの通過処理とは独立に処理され
る。また、Ｂ３バイトとＺ５バイトは、パス間でチェックすれば良いものなので、本伝送
装置では主信号として通過させるだけで他の処理（誤り数のチェック等）は不要である。
【００６５】
　伝送装置２０３２では、伝送装置２０３０から送られてきた誤り数（ｊ）を抽出する（
３００４）。また、上記説明のようにＢ３バイトを再度チェックして本伝送装置に至るま
でに発生したパスにおける誤り数（ｌ‘）から受信したＺ５バイトの値（ｌ）を減算して
伝送装置２０３０～２０３２の伝送路（タンデムコネクション）で発生した伝送路誤り数
（ｌ’－ｌ：図１２（Ｂ）のｉ＋ｉ‘に等しい誤り数）求める（３００５）。そして、上
述した実施形態と同様に受信した誤り数（ｊ）とと上記演算結果（ｌ’－ｌ）を加算して
送信側伝送装置から本伝送装置までの伝送区間で発生した誤り数（ｋ‘）を求め（３００
１）、生成したＢ２パリティビットをこのｋ’だけ反転させて受信側伝送装置２０３３に
送信する（３００６）。
【００６６】
　以上のような構成と方法でも、先の実施形態と同様に途中の伝送装置においてＢ２バイ
トを通過させたと同様になり、オーバヘッドを送受信する伝送装置間の伝送区間で発生し
た伝送誤りを相手装置に伝えることが可能となる。また、本構成によれば、オーバヘッド
を通過させる途中の伝送装置における演算処理が不要となり、最初と最後の伝送装置だけ
が演算処理を行えば良いので、オーバヘッドを通過させる伝送装置が多くなる区間におい
てはハードウェアの量が減ることになる。上述した構成（図１２（Ｂ））と本構成（図１
２（Ａ））のいずれを用いるかは、ネットワークやシステムの規模に応じて選択すれば良
い。
【００６７】
　上述したように、多重化装置やＡＤＭに本発明によるオーバヘッドを通過させる機能を
備えて伝送網を構築することにより、従来の伝送システムのように網構成の変更により監
視保守運用能力が変化することはない。そして、伝送網の任意の伝送装置間で任意のオー
バヘッドを送受信することが可能となるので、監視保守運用能力に優れた柔軟性のある伝
送網が簡単に実現できる。具体的には、任意の伝送装置間で、オーダワイヤＥ１やＥ２を
送受信することで保守者の音声による通話ができる。また、データコミュニケーションチ
ャネルＤ１～１２を送受信することで伝送装置の各種設定等が可能となり構成変更が容易
にでき柔軟性のある伝送網が構築できる。特に、ＳＯＮＥＴにおいては、網管理装置等か
らＤ１～１２を送信して各伝送装置の設定を行う構成であるが、本発明のような途中の伝
送装置を通過させる構成を用いれば、従来の装置では伝送装置毎に一旦終端してまた送信
するというような伝送装置の制御部が介在する複雑な処理を行わなくても対象とする伝送
装置まで設定に必要なデータを簡単に送れるようになり、伝送網の保守運用管理に極めて
有効である。さらに、伝送路の切替制御バイトであるＫ１とＫ２を送受信することで、伝
送装置間で矛盾のない伝送路選択が実行可能となるので、伝送路に障害が発生した場合の
網構成を速やかに変更したり再構成できるようになり、伝送網の保守運用管理に有効であ
る。そして、伝送誤りについては、伝送装置間でＢ２バイトを直接転送させることはでき
ないが、発生した誤り数を検出して確実に通知する構成としたので、伝送装置間において
は、途中に伝送装置がなく直結した場合にＢ２バイトを送受信した場合と等価な伝送区間
における誤り率の管理が可能となる。尚、図３で示した他のオーバヘッドも上記説明した
オーバヘッドと同様に転送することで伝送装置間の監視保守運用に利用できることはもち
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ろんである。
【００６８】
　また、本発明では、上述したような規格で規定された多重化信号のオーバヘッド領域の
未使用バイトを選択して、この選択された未使用バイトに伝送装置を通過させるオーバヘ
ッドを挿入して送信する構成である。すなわち、伝送網やシステムにおいて予め使用する
バイトを決めてから送受信したり、あるいは、先に説明したデータコミュニケーションチ
ャネルを用いて使用するバイトの設定を変更して送受信することが可能であり、伝送装置
の数や監視保守運用情報量に応じて空きバイトがある限り伝送網内で自由な設定ができる
ので、網構成や監視保守運用方法が変更、あるいは、今後の規格の変更が生じても、これ
らに柔軟に対応できる監視保守運用能力に優れた伝送装置および伝送網が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】低速多重化信号（ＯＣ－１２）の構成を示すフレーム構成図である。
【図２】高速多重化信号（ＯＣ－１９２）の構成を示すフレーム構成図である。
【図３】多重化信号のオーバヘッドの機能を示す機能説明図である。
【図４】伝送網の構成とオーバヘッド処理区間を説明する網構成図である。
【図５】本発明による伝送装置（多重化装置）の構成を示すブロック構成図である。
【図６】同じく、オーバヘッド通過の様子を説明するオーバヘッド構成図である。
【図７】同じく、オーバヘッド通過の様子を説明するオーバヘッド構成図である。
【図８】オーバヘッド（Ｂ２バイト）の計算領域を示す動作説明図である。
【図９】本発明による伝送装置を使用した伝送網の構成を示す網構成図である。
【図１０】本発明による別の伝送装置（ＡＤＭ）の構成を示すブロック構成図である。
【図１１】同じく、別の伝送装置を使用した伝送網の構成を示す網構成図である。
【図１２】本発明による伝送装置を使用した伝送網におけるタンデムコネクションを用い
た伝送誤り検出の構成を説明する動作説明図である。
【図１３】同じく、タンデムコネクションを用いる伝送網の構成を示す網構成図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１０－１～Ｍ・・・低速信号送信／受信処理ユニット、
　１１・・・高速信号送信／受信処理ユニット、
　２０－１～Ｍ・・・低速信号セクションオーバヘッド終端部、
　３０－１～Ｍ・・・低速信号ラインオーバヘッド終端部、
　４０・・・高速信号ラインオーバヘッド挿入部、
　５０・・・高速信号セクションオーバヘッド挿入部、
　６０・・・高速信号セクションオーバヘッド終端部、
　７０・・・高速側信号ラインオーバヘッド終端部、
　８０－１～Ｍ・・・低速信号ラインオーバヘッド挿入部、
　９０－１～Ｍ・・・低速信号セクションオーバヘッド挿入部、
　１００・・・主信号多重分離変換部、　　　　１０５・・・主信号挿入分離部、
　１１０、１３０・・・オーバヘッド多重化部、
　１２０、１４０・・・オーバヘッド分離部、　２００、２１０・・・スイッチ部
　３００・・・オーバヘッド処理部、　　　　　４００・・・制御部
　１０００～１００４、１１００～１１０７・・・通過オーバヘッド、
　１２００～１２０８・・・通過オーバヘッド、
　２０００～２０３３・・・伝送装置、
　３０００～３００６・・・伝送誤り処理部、
　ＯＣ－１２、  ＯＣ－１９２・・・多重化伝送路。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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